
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 チーク（クマツヅラ科・落葉広葉樹）は装飾的な 

価値があるので、高級家具や化粧用の木材として 

世界的に有名な銘木です。そのため、チークの名 

前を借用した木材が多いので、とくに形容詞のつ 

いたチークの場合は警戒が必要です。 

 ユーラシアチークはペリコプシス（マメ科・常 

緑広葉樹）、アフリカンチーク、ナイジェリアンチー 

クなどはイロコ（クワ科・広葉樹）、ボルネオチークはカプール（フ

タバガキ科・広葉樹）です。材色がかなり似ていることから、こ

うした名前が付けられており、チークとして代替されることもあ

ります。 

 チークは強さ、耐久性、寸度の安定性に優れていることから、

伝統的に造船用材、とくにデッキ用材として好まれています。む

しろ、材面の化粧的な価値を利用することが流行しており、化粧

単板、あるいは家具に使われていることが多いのです。 

 

 

【チークのその他名称】 

タイではマイサック、 

ミャンマーではチューン、 

インドネシアではジャティ、 

フランス語でテックと言います。 
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